
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
の
具
体
的
な
利
用

〜
麻
酔
科
医
師
が
各
病
院
か
ら
得
た
収
入
は
、事
業
所
得
か
給
与
所
得
か
〜

は
じ
め
に

業
務
の
遂
行
な
い
し
労
務
の

提
供
か
ら
生
ず
る
所
得
が
所
得

税
法
上
の
事
業
所
得
（
所
得
税

法
２７
条
１
項
、
同
法
施
行
令
６３

条
１２
号
）
と
給
与
所
得
（
同
法

２８
条
１
項
）
の
い
ず
れ
に
該
当

す
る
か
を
判
断
す
る
場
合
は
多

い
。
今
回
は
、
麻
酔
科
の
医
師

が
各
病
院
か
ら
得
た
収
入
は
、

事
業
所
得
か
給
与
所
得
か
を
、

Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
の
具
体
的
な
利
用

方
法
と
し
て
紹
介
す
る
。

実
務
的
な
問
題
と
し
て
は
、

業
務
の
遂
行
な
い
し
労
務
の
提

供
か
ら
生
ず
る
所
得
を
、
事
業

所
得
と
し
て
と
ら
え
た
い
場
合

と
給
与
所
得
と
し
て
と
ら
え
た

い
場
合
が
あ
る
。

１
、
判
決
（
平
成
２４

年
９
月
２１
日
東
京

地
裁
）
Ｚ
８
８
８

－

１
７
２
３

今
回
の
判
決
は
、
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ

Ｓ
の
税
法
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で

は
、
所
得
税
、
判
決
、
法
令
コ

ー

ド
Ｚ
８
８
８
―
１
７
２
３
で

検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
事
案
は
、
麻
酔
科
の
医
師
が

Ａ
か
ら
Ｈ
の
各
病
院
に
お
い
て

麻
酔
医
療
を
行
い
、
そ
の
施
術

報
酬
を
事
業
所
得
と
し
て
確
定

申
告
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
報
酬

は
給
与
所
得
で
あ
る
と
東
京
地

裁
の
定
塚
誠
裁
判
長
は
判
断
し

て
い
る
。
原
告
で
あ
る
麻
酔
医

は
、
平
成
１７
年
分
の
所
得
税
の

確
定
申
告
を
白
色
申
告
、
１８
年

及
び
１９
年
分
を
青
色
申
告
と
し

て
お
り
、
給
与
所
得
控
除
額
よ

り
も
事
業
所
得
の
必
要
経
費
の

方
が
大
き
く
、
所
得
金
額
が
少

な
く
な
る
所
得
区
分
を
想
定
し

て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
る
。

更正

給与所得

２３１万円

９２６万円

１，４９１万円

確定申告

事業所得

１４万円

４２５万円

９１９万円

申告等

所得区分

平成１７年

平成１８年

平成１９年

な
お
、
争
点
は
、
次
の
４
つ

で
あ
り
、
判
決
文
の
被
告
の
主

張
の
記
載
か
ら
、
税
理
士
の
関

与
も
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

�

原
告
が
各
病
院
か
ら
得

た
収
入
は
事
業
所
得
か
給

与
所
得
か

�

本
件
各
更
正
処
分
等
が

憲
法
１４
条
、
２９
条
に
違
反

す
る
か

�

本
件
各
更
正
処
分
等
の

調
査
手
続
及
び
理
由
附
記

に
違
法
が
あ
る
か

�

原
告
が
得
た
不
動
産
所

得
に
つ
い
て
、
原
告
妻
に

対
す
る
給
与
額
を
青
色
事

業
専
従
者
給
与
と
し
て
不

動
産
所
得
の
必
要
経
費
に

算
入
し
な
か
っ
た
違
法
が

あ
る
か

実
務
的
に
は
、
参
考
に
な
る

判
決
で
あ
る
か
ら
、
是
非
ご
自

分
で
検
索
し
て
内
容
を
確
認
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

２
、
裁
判
所
の
判
断

材
料

上
記
１
�
の
判
決
で
は
、
事

業
所
得
の
解
釈
を
最
高
裁
判
所

昭
和
５６
年
４
月
２４
日
第
２
小
法

廷
判
決
（
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
の
検
索

所
得
税
、
判
決
、
法
令
コ
ー
ド

Ｚ
１
１
７
―
４
７
８
８
）
に

お

い
て
い
る
。
判
決
要
旨
は
、
次

の
通
り
で
あ
る
。

「
事
業
所
得
と
は
、
自
己
の
計

算
と
危
険
に
お
い
て
独
立
し
て

営
ま
れ
、
営
利
性
、
有
償
性
を

有
し
、
か
つ
反
覆
継
続
し
て
遂

行
す
る
意
思
と
社
会
的
地
位
と

が
客
観
的
に
認
め
ら
れ
る
業
務

か
ら
生
ず
る
所
得
を
い
い
、
こ

れ
に
対
し
、
給
与
所
得
と
は
雇

傭
契
約
又
は
こ
れ
に
類
す
る
原

因
に
基
づ
き
使
用
者
の
指
揮
命

令
に
服
し
て
提
供
し
た
労
務
の

対
価
と
し
て
使
用
者
か
ら
受
け

る
給
付
を
い
う
。
な
お
、
給
与

所
得
に
つ
い
て
は
、
と
り
わ

け
、
給
与
支
給
者
と
の
関
係
に

お
い
て
何
ら
か
の
空
間
的
、
時

間
的
な
拘
束
を
受
け
、
継
続
的

な
い
し
継
続
的
に
労
務
又
は
役

務
の
提
供
が
あ
り
、
そ
の
対
価

と
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
か
ど
う
か
が
重
視
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
」

３
、
自
己
の
計
算
と

危
険

事
業
所
得
か
給
与
所
得
か
の

判
断
に
あ
た
っ
て
は
、「
自
己

の
計
算
と
危
険
」
と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
が
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に

な
る
。
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
で
は
、「
自

己
の
計
算
と
危
険
」
を
一
般
検

索
で
検
索
す
る
と
所
得
税
１
件
、

消
費
税
１
件
だ
け
で
あ
る
が
、

フ
リ
ー
ワ
ー
ド
検
索
で
は
１
３

３
件
、
全
文
検
索
の
タ
イ
ト
ル

で
は
１
件
、
全
文
検
索
の
１
次

で
は
３２
件
、
全
文
検
索
の
２
次

で
は
１
２
６
件
で
あ
る
（
平
成

２５
年
１
月
１７
日
現
在
）
。

こ
の
よ
う
に
、
検
索
方
法
の

違
い
に
よ
る
抽
出
デ
ー
タ
の
違

い
が
分
か
る
と
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
は

更
に
便
利
に
使
え
る
の
で
あ
る
。

４
、
給
与
所
得
と
事

業
所
得
の
区
分

Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
の
素
晴
ら
し
い

と
こ
ろ
は
、
判
決
、
裁
決
だ
け

で
は
な
い
。
全
文
検
索
を
選
択

し
、
税
区
分
全
選
択
、
検
索
範

囲
全
選
択
、
検
索
対
象
デ
ー
タ

一
次
（
概
要
）
、
検
索
キ
ー
ワ

ー
ド
「
給
与
所
得
と
事
業
所
得

の
区
分
」
、
と
入
力
し
て
検
索

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

コ
ー
ド
「
Ｈ
１
５
０
７
０
０

―
２８
ホ
ウ
ジ
ン
ソ
ク
ホ
ウ
」
法

人
課
税
課
速
報
（
源
泉
所
得
税

関
係
）【
給
与
所
得
と
事
業
所

得
と
の
区
分

給
与
？
そ
れ
と

も
外
注
費
？
】
東
京
国
税
局

平
成
１５
年
７
月

第
２８
号
【
情

報
公
開
法
第
９
条
第
１
項
に
よ

る
開
示
情
報
】が
検
索
さ
れ
る
。

こ
の
法
人
課
税
課
速
報
は
、

判
定
項
目
を
表
形
式
で
記
載
す

る
な
ど
、
と
て
も
分
か
り
易
く

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
表

を
１
�
の
判
決
に
当
て
は
め
て

み
る
と
、
実
務
に
役
立
つ
判
断

が
で
き
る
。

５
、
税
務
雑
誌
目
次

検
索

そ
れ
で
は
、
上
記
１
�
の
判
決

を
雑
誌
目
次
で
検
索
し
て
み
る

と
、
デ
ー
タ
の
投
入
が
遅
れ
て

い
る
の
で
残
念
な
が
ら
１
件
も

収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
税
務
雑

誌
目
次
検
索
の
収
録
状
況
は
、

一
般
社
団
日
税
連
税
法
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
（
以
下
、
社
団
と
い
う
。
）

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
示
さ
れ

て
い
る
。
な
お
、T

&
A
m
as

ter

の
�
４
７
７
号

に

は
、
こ

の
判
決
の
評
釈
が
掲
載
さ
れ
て

い
る
の
で
、
近
い
う
ち
に
収
録

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

６
、
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
の

研
修

社
団
で
は
、
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
の

検
索
方
法
や
内
容
紹
介
を
兼
ね

た
研
修
会
・
セ
ミ
ナ
ー
を
用
意

し
て
い
る
。
東
京
税
理
士
会
の

各
支
部
の
研
修
会
で
も
、
原
則

と
し
て
対
象
３０
名
以
上
、
研
修

時
間
２
時
間
程
度
以
上
で
Ｔ
Ａ

Ｉ
Ｎ
Ｓ
の
紹
介
・
利
用
方
法
等

の
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
れ
ば
、
会
場

費
や
講
師
の
旅
費
、
レ
ジ
ュ
メ

の
印
刷
費
等
が
補
助
さ
れ
る
の

で
、
セ
ミ
ナ
ー
を
企
画
さ
れ
る

支
部
等
は
、
社
団
の
従
た
る
事

務
所
で
あ
る
東
京
事
務
所
（
東

京
税
理
士
会
事
務
局
・
業
務
研

修
課
）
宛
に
お
問
い
合
わ
せ
い

た
だ
き
た
い
。

谷

信
洋
〔
麻
布
〕

収
録
内
容
に
関
す
る
お
問
合
せ

は
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
編
集
室

０３
‐
５
４
９
６
‐
１
４
１
６

収録済一覧表 平成２４～２５年

１２月
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